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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第68期

第２四半期
連結累計期間

第69期
第２四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自　2019年４月１日
至　2019年９月30日

自　2020年４月１日
至　2020年９月30日

自　2019年４月１日
至　2020年３月31日

売上高 (千円) 18,566,555 12,296,830 35,905,452

経常利益 (千円) 1,897,017 515,067 3,401,287

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 1,365,480 312,365 2,460,743

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 996,937 △75,617 2,019,216

純資産額 (千円) 31,293,606 31,146,701 31,925,228

総資産額 (千円) 41,894,148 38,609,688 42,360,458

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 92.60 21.33 166.87

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 73.7 79.6 74.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,467,483 △947,012 3,297,116

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △327,361 △386,423 △544,241

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △427,675 △632,551 △845,724

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 20,479,778 19,587,604 21,843,866
 

　

回次
第68期

第２四半期
連結会計期間

第69期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2019年７月１日
至　2019年９月30日

自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 42.81 2.44
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 
　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

なお、新型コロナウイルス感染症による影響につきましては、「２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況の分析（1）財政状態及び経営成績の状況」に記載のとおりですが、今後、新型コロナウイルス感

染症の感染状況やその経済環境への影響が長期化する場合には、当社グループの業績及び財政状態に影響を及ぼす可

能性があります。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び当社の関係会社)が

判断したものであります。　

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間の世界経済及びわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のための外出規

制、休業要請等で経済活動が厳しく制限され、景気の悪化が急速に進みました。その後、各国とも感染症拡大の抑

制と経済活動の両立に向けた政策を実行し、中国ではいち早く景気の回復がみられ、その他の地域においても景気

は緩やかな回復基調にあります。しかしながら、一部の国、地域では感染症再拡大の兆しが出ており、依然として

先行きは不透明な状況が続いています。

当社グループの事業分野であります自動車業界におきましては、海外（当社会計期間2020年１月１日～2020年６

月30日）では、４月以降、中国の生産台数の急回復がみられたものの、その他の地域で新型コロナウイルス感染症

拡大に伴う主要メーカーの操業停止が本格化し、生産台数は大幅に減少しました。また国内（当社会計期間2020年

４月１日～2020年９月30日）では、７月以降、主要メーカーの生産台数は増加基調にありますが、期初からの操業

停止と需要低迷の影響が大きく、上半期の生産台数は大幅に減少しました。

このような状況下、当社グループでは事業基盤の強化と経営の効率化に努めてまいりましたが、連結売上高は、

新型コロナウイルス感染症の影響による主要得意先メーカー各社の操業停止と需要の低迷に伴う生産台数の減少に

より、前年同期比減収となりました。また、連結営業利益も各地域における売上減少の影響が大きく、前年同期比

減益となりました。

 
当第２四半期連結累計期間の売上高は12,296百万円(前年同期比33.8％減)、営業利益は444百万円(同75.4％減)、

経常利益は515百万円(同72.8％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は312百万円(同77.1％減)となりました。

 
セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。(セグメント売上高は、外部顧客に対するものであり、セ

グメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。)

〔日本〕

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う主要得意先メーカーの一時的な操業停止、その後の需要の低迷に伴う生

産減少の影響により、売上高は6,872百万円（前年同期比33.7％減）となりました。セグメント利益は、売上減

少の影響により、219百万円（前年同期比75.8％減）となりました。

〔米州〕

アメリカ、メキシコとも新型コロナウイルス感染症拡大に伴う主要得意先メーカーの操業停止、生産減少の影

響により、売上高は2,482百万円（前年同期比36.3％減）となりました。セグメント利益は、アメリカでの売上

減少の影響が大きく、66百万円（前年同期比80.5％減）となりました。

〔中国〕 

中国では政府の消費促進政策もあり４月以降の生産数は回復基調であるものの、２月から３月にかけての主要

得意先メーカーの操業停止、生産減少の影響が大きく、売上高は1,726百万円（前年同期比18.3％減）となりま

した。セグメント利益は、売上減少の影響により、204百万円（前年同期比24.7％減）となりました。

〔アセアン〕

タイとインドネシアでの新型コロナウイルス感染症拡大に伴う主要得意先メーカーの生産減少の影響により、

売上高は876百万円（前年同期比39.9％減）となりました。セグメント利益は、売上減少の影響が大きく、53百

万円（前年同期比75.3％減）となりました。
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〔欧州〕

昨年度前半からの日系自動車メーカーの販売台数の低迷に、新型コロナウイルス感染症拡大の影響が重なり、

主要得意先メーカーにおいて大幅な生産減少となりました。これにより、売上高は339百万円（前年同期比

53.5％減）となりました。セグメント損失は、売上減少、ポンド安に伴う輸入品の仕入コストの上昇、拠点統合

費用等により、78百万円（前年同期はセグメント損失15百万円）となりました。

〔台湾〕

台灣大橋精密股份有限公司は、グループ間取引のみのため、外部顧客への売上高はありません。

グループ会社向けの輸出が減少し、売上高は減少しました。これに伴いセグメント利益は15百万円（前年同期

比44.5％減）となりました。

 
当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末比3,750百万円減少し、38,609百万円とな

りました。これは主として、現金及び預金、受取手形及び売掛金が減少したことによるものであります。

負債の残高は、前連結会計年度末比2,972百万円減少し、7,462百万円となりました。これは主として、支払手形

及び買掛金、電子記録債務が減少したことによるものであります。

純資産の残高は、前連結会計年度末比778百万円減少し、31,146百万円となりました。これは主として、親会社株

主に帰属する四半期純利益の計上がありましたが、配当金の支払や為替換算調整勘定が減少したことによるもので

あります。また、自己株式は、消却により1,492百万円減少、取得により300百万円増加し、315百万円となりまし

た。

 
(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

2,256百万円減少し、19,587百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フロ－の状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロ－）

営業活動の結果、947百万円の資金の減少（前年同期は1,467百万円の増加）となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益の計上531百万円、売上債権の減少1,524百万円がありましたが、仕入

債務の減少2,635百万円、法人税等の支払額406百万円があったことなどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロ－）

投資活動の結果、386百万円の資金の減少（前年同期は327百万円の減少）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出400百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロ－）

財務活動の結果、632百万円の資金の減少（前年同期は427百万円の減少）となりました。

これは主に、配当金の支払383百万円及び自己株式の取得299百万円によるものであります。

 
(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当第２四半期連結累計期間において、前連結会計年度の有価証券報告書の「経営者による財政状態、経営成績及

びキャッシュ・フローの状況の分析」中の、重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について、

重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルス感染症による影響についての仮定は、「第４　経理の状況　注記事項（追加情報）」

に記載しております。

 
(4) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 
(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重

要な変更はありません。

 
(6) 財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

当第２四半期連結累計期間において、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

について、重要な変更はありません。
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(7) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、23百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(8) 生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、欧州の販売実績が大きく減少しております。

欧州での景気後退や生産車種の見直しにより、昨年度前半から日系自動車メーカーの販売台数は低迷していまし

た。さらに、新型コロナウイルス感染症拡大による操業停止が重なったことから、主要得意先メーカーにおいて大

幅な生産減少となりました。

なお、欧州の販売実績については「第２　事業の状況　２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・

フローの状況の分析」に記載しております。

　

(9) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

会社名
事業所名

所在地
セグメント
の名称

設備の内容
投資予定額
(千円)

完了予定年月

大 橋 精 密 件 制 造
（広州）有限公司

中国
広州市

中国 生産設備 347,300    2021年３月
 

（注）金額には消費税等を含めておりません。

 
なお、前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等につい

て、著しい変更はありません。

 
(10)資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当社グループの主要な資金需要は、販売のための商品仕入、製品製造のための材料費、労務費、経費、販売費及

び一般管理費等の営業費用並びに当社グループの設備、改修等に係る投資であります。

当社グループの持続的な成長・企業価値の向上を図るためには、グローバル事業体制の拡充、強みのある製造基

盤の構築を実現するための資本投下、製造設備の強化、Ｍ＆Ａを含めた投資等の検討が不可欠と考えております。

中長期的な経営戦略に沿った開発・製造機能の強化、特にグループ製造拠点の生産能力拡大のための設備投資と

主要調達先との戦略的資本提携に資金の投入を行う方針です。また、安定的な還元と積極的な資本政策についても

引続き取り組んでまいります。

これらの資金需要につきましては、自己資金を中心に対応していくこととしております。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 64,000,000

計 64,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2020年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2020年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,759,080 14,759,080
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数100株

計 14,759,080 14,759,080 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

　　

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年７月１日～
2020年９月30日

― 14,759,080 ― 1,825,671 ― 1,611,444
 

 

EDINET提出書類

株式会社オーハシテクニカ(E02905)

四半期報告書

 6/21



 

(5) 【大株主の状況】

2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式(自己
株式を除く。)の
総数に対する所
有株式数の割合

(％)

オーハシテクニカ取引先持株会 東京都港区虎ノ門４丁目３番13号 1,421,600 9.75

株式会社みずほ銀行
(常任代理人　株式会社日本カス
トディ銀行)

東京都千代田区大手町１丁目５番５号
(東京都中央区晴海１丁目８番12号)

728,300 4.99

日本生命保険相互会社
(常任代理人　日本マスタートラ
スト信託銀行株式会社)

東京都千代田区丸の内１丁目６番６号
(東京都港区浜松町２丁目11番３号)

660,000 4.52

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 657,600 4.51

株式会社日本カストディ銀行(信
託口)

東京都中央区晴海１丁目８番12号 590,400 4.05

阿部　泰三 神奈川県藤沢市 436,600 2.99

大橋　玲子 神奈川県鎌倉市 353,700 2.42

明治安田生命保険相互会社
(常任代理人　株式会社日本カス
トディ銀行)

東京都千代田区丸の内２丁目１番１号
(東京都中央区晴海１丁目８番12号)

340,000 2.33

MSCO CUSTOMER SECURITIES
(常任代理人　モルガン・スタン
レーMUFG証券株式会社)

1585 BROADWAY NEW YORK，NEW YORK
10036,U.S.A.
(千代田区大手町１丁目９番７号大手町ファ
イナンシャルシティサウスタワー） 

322,800 2.21

株式会社佐賀鉄工所 神奈川県藤沢市弥勒寺205番２号 305,600 2.09

計 ― 5,816,600 39.91
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
― 単元株式数100株

普通株式 187,600

(相互保有株式)
― 単元株式数100株

普通株式 58,200

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,509,700 145,097
単元株式数100株

(注)１

単元未満株式 普通株式 3,580 ―
(注)２
(注)３

発行済株式総数  14,759,080 ― ―

総株主の議決権 ― 145,097 ―
 

(注) １．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が200株含まれて

おります。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれてお

ります。

２．１単元(100株)未満の株式であります。

３．「単元未満株式」欄の普通株式には、相互保有株式が次のとおり含まれております。
相互保有株式 ㈱テーケー 74株
相互保有株式 ㈱ナカヒョウ 14株

計 88株
 

　

② 【自己株式等】

  2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社
オーハシテクニカ

東京都港区
虎ノ門４丁目３番13号

187,600 － 187,600 1.27

(相互保有株式)
株式会社テーケー

長野県上伊那郡
宮田村93番地１

12,000 3,300 15,300 0.10

(相互保有株式)
株式会社ナカヒョウ

岐阜県各務原市鵜沼羽場
町７丁目363番地

1,200 41,700 42,900 0.29

計 ― 200,800 45,000 245,800 1.66
 

（注）他人名義で所有している株式数は、すべて持株会名義で所有しているものであり、持株会の名称及び住所は次

のとおりであります。

名称 住所

オーハシテクニカ取引先持株会 東京都港区虎ノ門４丁目３番13号
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2020年７月１日から2020年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 21,843,866 19,587,604

  受取手形及び売掛金 6,798,745 5,205,994

  商品及び製品 3,962,537 4,156,266

  仕掛品 472,936 394,733

  原材料及び貯蔵品 539,537 597,489

  その他 349,452 292,079

  貸倒引当金 △8,387 △8,123

  流動資産合計 33,958,686 30,226,043

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 4,858,865 4,961,461

    減価償却累計額 △2,270,626 △2,333,348

    建物及び構築物（純額） 2,588,238 2,628,113

   機械装置及び運搬具 7,600,198 7,643,572

    減価償却累計額 △6,552,885 △6,531,472

    機械装置及び運搬具（純額） 1,047,313 1,112,099

   工具、器具及び備品 3,537,537 3,528,411

    減価償却累計額 △3,138,166 △3,161,698

    工具、器具及び備品（純額） 399,371 366,712

   土地 1,411,690 1,395,192

   建設仮勘定 518,772 377,170

   有形固定資産合計 5,965,385 5,879,288

  無形固定資産   

   ソフトウエア 197,345 170,439

   その他 49,500 47,620

   無形固定資産合計 246,845 218,060

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,381,026 1,454,903

   繰延税金資産 286,891 309,405

   その他 524,120 524,533

   貸倒引当金 △2,497 △2,547

   投資その他の資産合計 2,189,541 2,286,295

  固定資産合計 8,401,772 8,383,644

 資産合計 42,360,458 38,609,688
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,914,965 2,349,785

  電子記録債務 5,185,536 3,106,386

  未払法人税等 416,486 275,692

  賞与引当金 195,224 158,013

  役員賞与引当金 31,200 15,600

  その他 862,885 636,351

  流動負債合計 9,606,298 6,541,829

 固定負債   

  繰延税金負債 7 6

  長期借入金 － ※２  113,342

  退職給付に係る負債 607,760 601,781

  その他 221,164 206,025

  固定負債合計 828,932 921,156

 負債合計 10,435,230 7,462,986

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,825,671 1,825,671

  資本剰余金 1,622,030 1,611,240

  利益剰余金 28,954,967 27,401,695

  自己株式 △1,507,804 △315,685

  株主資本合計 30,894,864 30,522,921

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 104,201 178,568

  為替換算調整勘定 457,992 9,554

  退職給付に係る調整累計額 43,180 40,966

  その他の包括利益累計額合計 605,374 229,089

 非支配株主持分 424,989 394,690

 純資産合計 31,925,228 31,146,701

負債純資産合計 42,360,458 38,609,688
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 18,566,555 12,296,830

売上原価 14,037,256 9,520,793

売上総利益 4,529,298 2,776,036

販売費及び一般管理費 ※  2,725,133 ※  2,331,694

営業利益 1,804,165 444,342

営業外収益   

 受取利息 16,563 14,253

 受取配当金 20,048 15,486

 持分法による投資利益 28,644 －

 作業くず売却益 19,638 11,095

 補助金収入 32,357 93,613

 その他 17,181 13,403

 営業外収益合計 134,433 147,852

営業外費用   

 支払利息 835 3,873

 持分法による投資損失 － 9,687

 為替差損 20,262 26,348

 開業費 19,056 25,974

 その他 1,427 11,242

 営業外費用合計 41,582 77,126

経常利益 1,897,017 515,067

特別利益   

 固定資産売却益 116 46

 投資有価証券売却益 － 17,334

 特別利益合計 116 17,381

特別損失   

 固定資産売却損 － 493

 固定資産除却損 287 457

 その他 1 －

 特別損失合計 289 951

税金等調整前四半期純利益 1,896,844 531,497

法人税、住民税及び事業税 580,558 269,324

法人税等調整額 △60,660 △51,919

法人税等合計 519,897 217,405

四半期純利益 1,376,946 314,091

非支配株主に帰属する四半期純利益 11,466 1,726

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,365,480 312,365
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益 1,376,946 314,091

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △58,330 74,711

 為替換算調整勘定 △319,225 △461,862

 退職給付に係る調整額 △1,447 △2,213

 持分法適用会社に対する持分相当額 △1,005 △344

 その他の包括利益合計 △380,009 △389,709

四半期包括利益 996,937 △75,617

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 989,001 △63,920

 非支配株主に係る四半期包括利益 7,936 △11,697
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,896,844 531,497

 減価償却費 445,266 436,528

 賞与引当金の増減額（△は減少） 10,231 △36,283

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △41,750 △15,600

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 553 262

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 14,619 △7,332

 受取利息及び受取配当金 △36,611 △29,739

 補助金収入 △32,357 △93,613

 支払利息 835 3,873

 持分法による投資損益（△は益） △28,644 9,687

 投資有価証券売却損益（△は益） － △17,334

 固定資産売却損益（△は益） △116 447

 固定資産除却損 287 457

 売上債権の増減額（△は増加） 467,978 1,524,164

 たな卸資産の増減額（△は増加） △9,530 △299,173

 仕入債務の増減額（△は減少） △683,481 △2,635,668

 その他投資の増減額(△は増加) △5,800 △2,354

 その他 △65,714 △122,535

 小計 1,932,613 △752,717

 利息及び配当金の受取額 36,843 29,750

 利息の支払額 △835 △3,873

 補助金の受取額 122,357 186,182

 法人税等の支払額 △623,495 △406,354

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,467,483 △947,012

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △420,364 △400,656

 有形固定資産の売却による収入 420 977

 無形固定資産の取得による支出 △20,048 △20,038

 投資有価証券の取得による支出 △4,324 △4,551

 投資有価証券の売却による収入 － 36,424

 保険積立金の解約による収入 114,695 －

 貸付けによる支出 △811 －

 貸付金の回収による収入 3,072 1,420

 投資活動によるキャッシュ・フロー △327,361 △386,423

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 － 113,342

 リース債務の返済による支出 △44,969 △43,587

 自己株式の取得による支出 △58 △299,969

 配当金の支払額 △368,978 △383,736

 非支配株主への配当金の支払額 △13,669 △18,601

 財務活動によるキャッシュ・フロー △427,675 △632,551

現金及び現金同等物に係る換算差額 △201,848 △290,274

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 510,596 △2,256,262

現金及び現金同等物の期首残高 19,969,181 21,843,866

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  20,479,778 ※  19,587,604
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【注記事項】

(追加情報)

(会計上の見積りに対する新型コロナウイルス感染症の影響について)

新型コロナウイルス感染症による影響につきましては、国内における緊急事態宣言の解除等により経済活動が再

開された状況を受け、当社グループの当第２四半期連結累計期間の実績、最近の受注動向等、現時点で入手可能な

情報及び予測を踏まえた仮定に基づき、繰延税金資産の回収可能性及び固定資産の減損等の会計上の見積りを行っ

ております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

１．保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対して、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（2020年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2020年９月30日）

㈱テーケー 280,634千円 259,682千円
 

 
※２．長期借入金（新型コロナウイルス感染症に係る米国雇用保護政策関連）

当第２四半期連結会計期間末の長期借入金は、米国子会社であるOHASHI TECHNICA U.S.A.,INC.が米国の

Paycheck Protection Program（給与保護プログラム）を申請し、支給された資金であります。なお、長期借入金

として表示しておりますが、雇用保護を目的とする従業員給与の支払等、指定された条件を満たす使途に使用し

た場合、返済が免除されるものであります。

 
(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
至　2020年９月30日)

給与手当 966,742千円 930,410千円

賞与引当金繰入額 176,356 114,364 

役員賞与引当金繰入額 19,750 15,600 

退職給付費用 30,353 28,745 
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
至　2020年９月30日)

現金及び預金勘定 20,479,778千円 19,587,604千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

― ― 

現金及び現金同等物 20,479,778 19,587,604 
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年９月30日)

１．配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月25日
定時株主総会

普通株式 368,978 25 2019年３月31日 2019年６月26日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と

なるもの

 

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月６日
取締役会

普通株式 383,736 26 2019年９月30日 2019年12月３日 利益剰余金
 

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年９月30日)

１．配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月25日
定時株主総会

普通株式 383,736 26 2020年３月31日 2020年６月26日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と

なるもの

 

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月10日
取締役会

普通株式 291,429 20 2020年９月30日 2020年12月８日 利益剰余金
 

 
３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2020年５月15日開催の取締役会決議に基づき、自己株式187,600株の取得を行いました。また、2020年５

月29日付で、自己株式1,480,960株の消却を行いました。この結果、当第２四半期連結累計期間において資本剰余金

が10,790千円、利益剰余金が1,553,271千円及び自己株式が1,192,119千円それぞれ減少し、当第２四半期連結会計

期間末において資本剰余金が1,611,240千円、利益剰余金が27,401,695千円、自己株式が315,685千円となっており

ます。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２
日本 米州 中国 アセアン 欧州 台湾 計

売上高          

 外部顧客への

　売上高
10,369,072 3,897,423 2,112,201 1,457,623 730,233 ― 18,566,555 ― 18,566,555

 セグメント間の

　内部売上高又は

　振替高

1,457,268 1,300 52,773 28,962 ― 521,341 2,061,647 △2,061,647 ―

計 11,826,341 3,898,724 2,164,974 1,486,585 730,233 521,341 20,628,202 △2,061,647 18,566,555

セグメント利益又は

損失（△）
906,771 342,989 271,192 215,659 △15,170 28,797 1,750,241 53,924 1,804,165

 

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額53,924千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２
日本 米州 中国 アセアン 欧州 台湾 計

売上高          

 外部顧客への

　売上高
6,872,001 2,482,736 1,726,189 876,661 339,240 ― 12,296,830 ― 12,296,830

 セグメント間の

　内部売上高又は

　振替高

1,151,179 1,054 51,716 13,603 886 383,378 1,601,820 △1,601,820 ―

計 8,023,181 2,483,791 1,777,906 890,265 340,127 383,378 13,898,650 △1,601,820 12,296,830

セグメント利益又は

損失（△）
219,085 66,738 204,217 53,178 △78,238 15,973 480,954 △36,612 444,342

 

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△36,612千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

該当事項はありません。　

　

(有価証券関係)

該当事項はありません。　

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
至　2020年９月30日)

 １株当たり四半期純利益金額 92円60銭 21円33銭

　 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額 (千円) 1,365,480 312,365

普通株主に帰属しない金額 (千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額

(千円) 1,365,480 312,365

普通株式の期中平均株式数 (株) 14,746,316 14,646,285
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

（自己株式の取得）

　当社は、2020年11月11日開催の臨時取締役会におきまして、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用さ

れる同法第156条の規定に基づき、自己株式の取得に係る事項について決議いたしました。

 
１．自己株式の取得を行う理由

経営環境の変化に柔軟に対応した機動的な資本政策の遂行を可能とするため

 
２．取得の内容

(1) 取得する株式の種類　　　　　当社普通株式

(2) 取得する株式の総数　　　　　200,000株（上限）

　　　　　　　　　　　　　　　　（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合1.37％）

(3) 株式の取得価額の総額　　　　290,400,000円（上限）

(4) 取得日　　　　　　　　　　　2020年11月12日

(5) 取得の方法　　　　　　　　　東京証券取引所の自己株式立会外買付取引

　　　　　　　　　　　　　　　　(ＴｏＳＴＮｅＴ－３)

　　

２ 【その他】

2020年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ) 配当金の総額……………………………………… 291,429千円

(ロ) １株当たりの金額………………………………… 20円00銭

(ハ) 支払請求の効力発生日及び支払開始日………… 2020年12月８日

(注)　2020年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年11月11日

株式会社オーハシテクニカ

取締役会　御中

　

EY新日本有限責任監査法人
 

東京事務所
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 板　谷　　秀　穂 印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 根　津　　美　香 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

オーハシテクニカの２０２０年４月１日から２０２１年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（２

０２０年７月１日から２０２０年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（２０２０年４月１日から２０２０年

９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結

包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーハシテクニカ及び連結子会社の２０２０年９月３０

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

EDINET提出書類

株式会社オーハシテクニカ(E02905)

四半期報告書

20/21



められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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